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３
月
２
日
（
月
）
、
教

区
巡
回
の
皮
切
り
と
な
っ

た
の
が
中
遠
支
部
（
太
田

文
慶
支
部
長
・
山
名
大
教

会
会
場
）
。

　

巡
回
し
た
鈴
木
道
輝
教

区
長
は
冒
頭
、
教
祖
百
四

十
年
祭
三
年
千
日
の
活
動
、

特
に
五
回
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
「
よ
う
ぼ
く
一

斉
活
動
日
」
開
催
を
労
わ

れ
た
後
、「
各
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
独
自
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
、
婦
人
会

の
協
力
の
も
と
、
ど
の
会

場
で
も
茶
話
会
な
ど
が
開

か
れ
る
支
部
も
あ
り
、
婦

人
会
員
の
活
躍
が
大
変
印

象
的
だ
っ
た
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
よ
う
ぼ
く
相

互
の
横
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
た
こ
と
も
大
き
な
成

果
で
あ
り
、
交
流
が
生
ま

れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
声
が

あ
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ
た
。

　

ま
た
「
真
柱
様
は
『
年

祭
が
終
わ
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
三
年
前
に
戻
っ

て
し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い

な
い
』
と
仰
せ
ら
れ
、
年

祭
活
動
が
終
わ
っ
た
今
、

こ
の
三
年
間
に
培
っ
た
力

を
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

を
台
と
し
た
活
動
を
し
た

い
」
と
し
、「
こ
れ
ま
で
団

参
は
教
会
単
位
だ
っ
た
が
、

今
回
は
支
部
を
主
体
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
支
部
単
位
で
の
お

ぢ
ば
が
え
り
は
、
こ
れ
ま

で
例
の
な
い
試
み
だ
が
、

一
斉
活
動
日
と
い
う
確
か

な
土
台
が
で
き
た
今
こ
そ
、

そ
の
力
を
生
か
す
時
で
あ

る
」
と
力
強
く
述
べ
ら
れ

た
。

　

同
日
、
西
遠
支
部
（
山

口
正
洋
支
部
長
）
に
は
永

井
磨
主
事
が
会
場
と
な
っ

た
正
岐
道
分
教
会
に
巡
回
。

中
駿
東
支
部
（
梅
田
聡
支

部
長
、
会
場
・
本
磐
分
教

会
）
と
中
駿
西
支
部
（
木

下
雅
利
支
部
長
、
会
場
・

志
静
分
教
会
）
に
は
大
石

道
忠
主
事
が
、
富
士
支
部

（
佐
野
康
弘
支
部
長
、
会

場
・
石
ノ
台
分
教
会
）
に

は
、
芹
澤
常
太
郎
主
事
が

巡
回
し
た
。

　

4
日
は
、
教
区
長
が
西

駿
支
部
（
岩
本
政
之
支
部

長
、
会
場
・
教
務
支
庁
）
、

駿
豆
支
部
（
青
島
清
人
支

部
長
、
会
場
・
嶽
東
大
教

会
）
、
伊
豆
支
部
（
野
宮

直
純
支
部
長
、
会
場
・
北

豆
分
教
会
）
と
3
カ
所
続

け
て
巡
回
し
、
東
伊
豆
支

部
（
芹
澤
志
津
夫
支
部
長
、

会
場
・
豆
陽
分
教
会
）
に

は
大
石
主
事
が
巡
回
。

　

９
日
は
、
北
遠
支
部

（
塩
﨑
道
夫
支
部
長
、
会

場
・
鮎
ケ
瀬
分
教
会
）
に

永
井
主
事
が
、
東
駿
支
部

（
澤
西
知
春
支
部
長
、
会

場
・
興
津
分
教
会
）
に
は

芹
澤
主
事
が
そ
れ
ぞ
れ
巡

回
し
た
。

　

各
支
部
で
は
、
団
参
募

集
要
項
を
今
回
の
団
参
チ

ラ
シ
（
デ
ザ
イ
ン
は
ポ
ス

タ
ー
と
同
じ
）
の
裏
面
に

印
刷
し
、
全
教
会
に
配
布
。

支
部
ご
と
の
団
参
目
標

（
２
頁
記
載
）
目
指
し
て

募
集
を
開
始
し
た
。
教
区

を
挙
げ
て
活
発
な
活
動
の

展
開
を
誓
い
合
っ
た
。

全
支
部
お
ぢ
ば
が
え
り
、
い
よ
い
よ
始
動

　
　
　
　
　
　
～
教
区
巡
回
を
実
施
～

　

３
月
の
各
支
部
例
会
に
お
い
て
、
５
月
30
日
～
31
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
静

岡
教
区
全
支
部
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
向
け
、
教
区
と
し
て
の
思
い
を
伝
え
、
そ
の

意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
教
区
長
及
び
永
井
磨
、
大
石
道
忠
、
芹
澤
常
太
郎
各
主

事
に
よ
り
教
区
巡
回
が
行
わ
れ
た
。
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動員目標 大型バス マイクロ 出発場所 出発時間 宿泊場所 支部行事

下田分教会 7:00

熱海分教会 8:00

宇佐美分・合流 9:00
松崎 ココカラファイン前 8:00 →西浦分

西浦分教会

狩野川記念公園

嶽東大教会・合流 10:00

佐野原大教会

嶽東大教会

富士 100 3 0 富士分教会 9:00 佐野原詰所 お帰り講話・懇親会

興津分教会 9:00 お帰り講話

清水駅 9:30 懇親会

中駿東 70 0 3 静岡大教会 13:00 此花詰所 懇親会

中駿西 100 2 0 静岡駅周辺 9:00 中和詰所 講話・懇親会

教務支庁

益津大教会

白羽大教会

中遠 100 2 5 未定 9:00 日帰り 懇親会

複数の拠点教会 親睦会と講話

浜松駅 7:00最終 別席　等

北遠 100 ～140 0 5～7 麁玉分教会 6:30 日帰り 回廊ひのきしん

合計
1290
～1330 21 16～18

駿豆

静岡教区全支部おぢばがえり　支部別帰参計画表

西遠 100 0 5 日帰り

西駿 150 3 0 13:00 益津詰所 懇親会

懇親会

東駿 100 2 1 東詰所

300 6 0 10:00 嶽東詰所

懇親会

伊豆 100 2 1 沼津詰所 懇親会
9:00

→嶽東

東伊豆 70 1 1 髙安詰所

2

令和 8 年４月１日 №679

ようぼく成人講座
見本支部｜成人講座 2017年 04月 01日（土）

成人講座を開催します。
管内の方は、こぞってご参加ください。
　●会場　～～分教会
　●日時　～月～日　午後１時
̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃
今後の予定
　～月～日　午後１時　～～分教会
　～月～日　午後１時　～～分教会
　～月～日　午後１時　～～分教会

●定例ひのきしん
　毎月清掃のひのきしんを続けています。自由参加です。
　爽やかな朝にいたしましょう。
　毎月第１日曜日　朝６時～７時　
　集合：～～駅西の駅舎横
　清掃場所：～～駅周辺
　軍手、ゴミ袋持参でお願いします。
　ほうき、火挟、塵取りは支部で用意します。

●ようぼく勉強会
　様々な角度からお道の勉強会を行っています。
　今年は、てをどりまなび。
　毎月 12 日　午後７時３０分
　～～分教会

見本支部の年間行事

見本一郎

見本教区

見本教区

見本支部

見本支部

012-345-7689

見本分教会

〒012-3456 見本市見本町 1－１

ホームページ「天理教・信仰している方へ」へ

掲示板の検索

掲示板記録

「教区・支部情報ねっと」トップページへ

教区ページへ

パンくずリスト

支部名

トップページから見たページの位置を表示

支部掲示板の検索と
教区全域の掲示板検索ができます

１年分を表示

facebook、
twitter、LINE
でこの「支部ページ」へ
誘導できます

SNS ボタン

基本的な支部情報を表示
基本情報

教団関連のリンクが現れます
関連リンク

管理者用の入り口です
管理者専用

重要事項案内　及び
天理教ホームページの
主要コンテンツへ

バナー①

おぢばがえり、別席、修養科情報
バナー②

お道の機関紙・誌、書籍案内
バナー③

固定的な情報は、ピン付き枠で冒頭に表示
掲示板①

掲示内容は次の通りです
「行事名、発表日、タグ（キーワード）、
内容、SNSボタン」
発表順に表示します

記事についている SNSボタンからは、
「記事」を拡散できます。

掲示板②

①教区や支部の具体的な活動情報を得ることができます。
②情報を SNSで拡散できます。
③教務支庁は、マップ連動しています。
④天理教関連サイトへ簡単アクセスできます。
⑤スマホから PCまで、どんなサイズにも適正に表示します。

http://tenrikyo-regional.net

支部ページを
「お気に入り」登録して
ご利用ください。

特
徴

申込方法、料金、詳細は支部関係者に直接お尋ねになるか、パソコン、スマートフォンより「教
区・支部情報ねっと」（上記 QR コードまたは URL で検索）支部のページにてご覧ください。
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令和７年度

教育フォーラム
開　　催

　

道
の
教
職
員
の
集
い

（
田
中
裕
二
委
員
長
）
は

３
月
１
日
、
天
理
教
静
岡

教
務
支
庁
を
会
場
に
「
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
。

講
師
に
は
、公
認
心
理
師
・

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育
て

講
座
講
演
講
師
・
学
校
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
山
口
権
治

氏
を
迎
え
、「
五
感
を
使
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
子
ど
も
の
特
性
を
知
る

コ
ツ
～
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に

学
ぶ
～
」
を
テ
ー
マ
に
講

座
が
行
わ
れ
た
。

　

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
は
、
児
童
や
学

生
が
相
互
の
人
間
関
係
を

豊
か
に
す
る
場
を
設
定

し
、
知
識
や
ス
キ
ル
を
利

用
し
て
、
互
い
に
支
え
あ

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
実
践
活
動
。

　

山
口
氏
は
、
現
代
の

不
登
校
の
原
因

は
、
孤
立
、
対

人
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
き
て

い
る
こ
と
が

多
い
こ
と
を
指

摘
。
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
い
て

仲
間
と
の
共

感
、
理
解
を
深

め
る
重
要
性
を

話
し
た
。

　

講
座
で
は
、

具
体
的
な
実
践

内
容
を
も
と
に

進
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
二
人
組
に
な
り

参
加
者
同
士
が
「
見
え
な

い
共
通
点
を
探
す
」
実
践

や
、
最
高
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
あ
る

″
ほ
め
る
〟
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
「
ほ
め
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
施
し

た
。

　

さ
ら
に
、「
短
所
を
長

所
に
変
え
る
リ
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
」
で
は
、
自
身
の
短

所
も
別
の
視
点
か
ら
見
れ

ば
長
所
に
な
り
う
る
と
知

る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感

の
成
長
に
重
要
で
あ
る
と

学
ん
だ
。

　
「
五
感
と
三
つ
の
優
位

感
覚
の
関
係
」
で
は
、
三

人
組
に
な
り
、
視
覚
優
位

か
聴
覚
優
位
か
身
体
覚
優

位
か
を
参
加
同
士
で
観

察
。
山
口
氏
は
「
行
動
か

ら
他
者
の
特
徴
を
知
る
こ

と
で
共
感
で
き
る
幅
が
広

が
り
、
個
人
の
特
性
に

合
っ
た
接
し
方
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
」
こ
と
を

話
し
た
。

　

ま
た
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
の

違
い
に
つ
い
て
、
人
間
は

五
感
で
判
断
を
下
し
て
い

る
が
、
Ａ
Ｉ
は
情
報
を
収

集
・
分
析
だ
け
で
判
断

し
、
人
間
を
理
解
し
決
断

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
五
感
を
備
え
た
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
直
接
接
す
る
事

が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
実
践

的
か
つ
充
実
し
た
内
容

で
、
と
て
も
楽
し
く
講
座

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
」「
学
ん
だ
こ
と
を
活

用
し
、
お
た
す
け
の
実
践

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
の
声
が
あ
っ
た
。

　
　
　

◇

　

道
の
教
職
員
の
集
い
で

は
、
毎
年
、
子
育
て
や
人

間
関
係
づ
く
り
等
の
ア
イ

デ
ア
を
提
供
す
る
「
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

内
容
で
支
部
の
婦
人
会
や

少
年
会
、
学
生
会
な
ど
で

講
演
を
希
望
さ
れ
ま
す
所

は
声
掛
け
を
頂
け
れ
ば
出

講
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

      　
　
　

山
梨
正
治
記

「宗教離れ」と言われる現代にＸ（旧 Twitter）を通して天理教に導かれ
たという、意外すぎる経歴を持つ著者のあまさん。おぢばや教会のこと
をほとんど知らないので修養科生活は驚きの連続ですが、天理教の教え
に触れ、人との出会いや関わりに温もりを感じ、ゆっくりと変化する心を追うことができます。
　若い視点と一般的な価値観を持つあまさんが驚く事柄には、普段、私たちが当たり前に感じて
いることもあり、そのギャップを知ることは若い方を導く糧になること間違いなし！
　日記形式で読みやすく、修養科に興味がある方、修養科を勧めたい人がいる方はもちろん、修
養科に関係なく、本をあまり読まない方や年の離れた方と関わるみなさんにもおすすめです。

養
徳
社
の
新
刊
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支部名 会　　場　　名 支部名 会　　場　　名

4月29日 9:00 熱海　長浜海浜公園 4月29日 9:00 島田　牧之原公園

4月29日 9:00 伊東　オレンジビーチ 4月29日 9:00 牧之原　静波海岸

4月29日 9:00 下田　伊豆つくし学園 4月29日 9:30 献血　（場所未定）

4月29日 9:00 三島　三島総合病院 4月29日 8:30 御前崎　浜岡福祉会館

4月29日 9:00 伊豆　伊豆中央ケアセンター 4月29日 8:30 掛川　天竜浜名湖鉄道桜木駅

4月29日 9:00 沼津　戸田造船郷土資料館 4月28日 9:30 掛川　掛川特別養護老人ホームかけがわ苑

4月29日 9:00 伊豆　駿豆学園 4月29日 8:30 掛川　原野谷地域生涯学習センター

4月29日 9:00 松崎町　松崎海岸 4月29日 9:00 掛川　第一小学校

4月29日 13:45 献血　献血ルーム柿田川 4月29日 9:00 袋井　久野城跡

駿豆 4月29日 9:30 沼津　千本浜公園 4月29日 8:30 森町立森小学校　※変更

富士 4月29日 9:00 富士　大渕公園 4月29日 9:30 磐田　つつじ公園

東駿 4月29日 9:00 清水区　三保真崎海岸 4月29日 9:00 磐田　福田中央交流センター

中駿東 4月29日 9:00 葵区　城北公園

中駿西 4月29日 9:00 葵区　安倍川緑地 田町親水公園

4月29日 9:00 焼津　浜当目海岸 4月29日 9:00 中央区　舞阪町稲荷山公園

4月29日 10:00 焼津　大井川野鳥公園

4月29日 9:00 藤枝　金比羅山ほたるの里公園

4月29日 8:00 島田　大井川公園 北遠 4月29日 9:00 浜名区　天竜厚生会研修センター

5:30 中央区　凧揚げ会場　清掃　

日　時

静岡教区管内会場一覧

4月29日 9:30
浜名区　浜松市発達医療総合福祉センター
　　　　はままつ友愛のさと

東伊豆

伊豆

日　時

西駿

西駿

中遠

西遠

5月4日
　～6日

一人でも多くのご参加をお待ちしています。一人でも多くのご参加をお待ちしています。


